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はじめに

酒皶は中高年の顔面に生じる原因不明の慢性炎症性疾

患であり、潮紅、持続性紅斑、丘疹、膿疱、毛細血管拡張

などの症状を特徴とする1）。2022年に0.75%メトロニダ

ゾールゲル（以下、メトロニダゾール）が保険適用となるま

では、メトロニダゾール軟膏の保険外処方、一般的なスキ

ンケアを主体に症状を管理するしかなかった。

当院では以前より酒皶に対して生活指導、スキンケアだ

けではなく、漢方薬を併用した治療を行ってきた。

今回、酒皶に起因する顔面のほてりを訴える患者に対し

て白虎加人参湯を使用し有効であった症例を報告する。

症例1　54歳女性、第2度酒皶（罹病期間10ヵ月）

【主　訴】　顔のほてり、紅斑、肩こり

【現病歴】　10ヵ月前、スプレー式の洗浄剤を家事で使用

後より、顔面にほてり感、紅斑が出現したとのことで他院

を受診し、酒皶と診断された。1ヵ月間、十味敗毒湯を内

服するも症状が改善せず、当院を受診した。

【既往歴】　アレルギー性鼻炎

【処　方】　クラシエ白虎加人参湯エキス細粒6.0g/日（分2）、

紅色丘疹・膿疱を認め最初の2週間はミノサイクリン100mg

を併用した。

【経　過】　日光・熱めの入浴・冷暖房・辛い食事・アル

コール摂取で悪化した経緯があり、日常生活においてそれ

らの刺激を避けるよう指導し、低刺激保湿化粧品の使用を

お勧めした。白虎加人参湯服用前の顔のほてり（VAS）は

5.5であったが、2週後4.8、1ヵ月後1.1、2ヵ月後0.1と

経時的な改善が確認された。なお、肩こりの訴えが強く、

2週間後よりクラシエ柴胡桂枝湯エキス細粒6.0g/日（分2）

を追加した。また、顔面の紅斑・紅色丘疹はともに服用前

治療前 2ヵ月後

図1　症例1（54歳女性、第2度酒皶）
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は中等度であったが、2ヵ月後には改善が確認された（図1）。

その後再発は認めていない。

症例2　77歳女性、第2度酒皶（罹病期間1年）

【主　訴】　顔のほてり、紅斑

【合併症】　高血圧症、2型糖尿病

【現病歴】　家庭内の問題が長く続いており、ストレスを

受けるようになった。1年前ごろより、顔面にほてりを感

じるようになり、当院を受診した。

【処　方】　クラシエ白虎加人参湯エキス細粒6.0g/日（分2）、

0.75%メトロニダゾールゲル。

【経　過】　日光・熱めの入浴・暖房・ストレスにて悪化

した経緯があり、日常生活においてそれらの刺激を避ける

よう指導し、低刺激保湿化粧品の使用をお勧めした。白虎加

人参湯服用前の顔のほてり（VAS）は9.3であったが、 

2週後6.6、2ヵ月後3.3、3ヵ月後1.4と経時的な改善が確

認された。また、顔面の紅斑・紅色丘疹はともに服用前は

中等度であったが、2ヵ月後には改善が確認された（図2）。

その後再発は認めていない。

今回報告した2症例において、薬剤に起因すると考えら

れる副作用は認めなかった。

考　察

酒皶は遺伝的素因、外部悪化因子、異常免疫反応、ダニ

等多くのメカニズムが複雑に関与していることから、病態

については明らかになっていない。臨床症状にしたがっ

て、紅斑・毛細血管拡張・ほてり感を主体とする紅斑毛細

血管拡張型酒皶（第1度酒皶）、面皰は伴わず、痤瘡に類似

する丘疹・膿疱を主体とする丘疹膿疱型酒皶（第2度酒皶）、

鼻部を中心とした腫瘤を形成する瘤腫型酒皶・鼻瘤（第3

度酒皶）、眼瞼・眼球結膜の充血や炎症を伴う眼型酒皶に

分類され、単独もしくは混在する。『尋常性痤瘡・酒皶治

療ガイドライン20231）』では、海外と同様に症候に合わせ

た治療が提案されたが、推奨度A（行うよう強く推奨する）

は丘疹膿疱型酒皶に対してのメトロニダゾールのみであ

る。酒皶に伴う持続的な紅斑は、生活の質（QOL）に悪影

響を及ぼすと報告されている2）が、日本においては海外に

比べ、治療薬剤の選択肢が少ないのが現状である。また、

紫外線、室温の変化、精神的ストレス、食べ物（香辛料入

りの食事）、アルコール摂取など3）日常生活の中に多くの

酒皶の悪化因子があるため、薬物治療の他にも悪化因子を

避けるために患者さん個々に合わせた生活指導も大切で

あると考える。

酒皶に対する漢方治療は標治として清熱剤（十味敗毒

湯、黄連解毒湯、白虎加人参湯）、本治として駆瘀血剤（当

帰芍薬散、加味逍遙散、桂枝茯苓丸など）が有用とされて

いる4）。白虎加人参湯は人参、知母、石膏、粳米、甘草の

5つの生薬で構成された漢方薬である。人参・知母には熱

を冷ます作用があり、人参・知母・石膏・粳米・甘草には

乾燥を潤す作用があるといわれており、口渇、熱感、多汗

がある人に用いられる5）。熱を冷ます作用があることから

アトピー性皮膚炎6-9）、酒皶・酒皶様皮膚炎10）などの皮膚

疾患での報告がある。

今回、ほてりを訴える酒皶の患者に白虎加人参湯を使用

しVASで経過を観察したところ、ほてりの改善だけでなく、

治療前 2ヵ月後

図2　症例2（77歳女性、第2度酒皶）
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2ヵ月後には紅斑・紅色丘疹の改善も認められた。症例1

はミノサイクリン、症例2はメトロニダゾールを併用して

いたため、紅色丘疹の改善はそれらによる効果である可能

性が高いが、ほてり・紅斑の改善は白虎加人参湯によるも

のだと考えられる。白虎加人参湯は清熱作用11）、抗アレ

ルギー作用12）、皮膚組織のAQP3発現増加作用13）の報告が

あり、清熱しながら保湿を行うことにより症状の改善をも

たらしたと示唆された。メトロニダゾールは紅色丘疹には

比較的早く効果を示すが、紅斑に対しては3ヵ月頃より改

善が認められる印象がある。メトロニダゾールと白虎加人

参湯を併用することにより、早期から症状の改善に有用で

あると考えられる。

今回は2症例の報告のため、有用性については今後の集

積報告が期待される。


